
4 段階のマッスルコンディションスコアシステムは、触診
による実用的な評価方法で、猫にも犬にも適用できます。
獣医師だけでなく、飼い主も、この評価方法でペットの筋
肉量を定期的にチェックすることができます。

栄養学的・臨床的評価ツール

筋量の評価

マッスルコンディ
ションスコアを使
用して患者の筋量
減少を検出する

マッスルコンディションスコア（MCS）は、体重およびボディコンディションスコア（BCS）と併用することにより、犬や猫
の身体組成、筋肉脂肪比、栄養状態を明確に把握するのに役立ちます。

キーメッセージ 

  � ��除脂肪体重（LBM）の維持は、ペットの全般的な健康にとって重要であり、猫と犬の長寿に関連しています。除脂肪
体重は、脂肪を除くすべての身体部位、すなわち、骨格筋、臓器、骨、皮膚で構成されます。 

  � 除脂肪体重はアミノ酸プールとして機能し、犬猫はここから免疫細胞、赤血球など、あらゆる細胞の必須成分であ
るタンパク質を産生します。 

  � 除脂肪体重が減少すると、ペットの筋力低下、免疫機能の低下、疾患や負傷、手術からの治癒力の低下につながり
ます。 

  � サルコペニアは、疾患のない状態での高齢化に伴う除脂肪体重（特に筋量）の減少と定義され、高齢猫と高齢犬
でよく見られます。 

  � また、除脂肪体重の減少は、一部の慢性疾患（うっ血性心不全、慢性腎疾患など）、負傷、または悪液質として知ら
れる突然の病態でも発生します。 

  � サルコペニアでの除脂肪体重の減少は、多くの場合体脂肪の増加を伴うため、ペットの体重に変化はなく、除脂肪
組織の減少が隠れています。

  � ��4 段階の MCS システムを用いて脊椎、肩甲骨、頭蓋骨、股関節の筋肉量を評価することにより、除脂肪体重の減少を
同定できます。そのため、筋量減少の早期段階で介入措置を行うことができます。 

  � ��高齢化に伴うサルコペニアを予防することはできないものの、高タンパク質食を与えることにより、筋量を含む除脂
肪体重の減少を遅らせることができる場合があります。 

（次のページに続く)
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Purina Institute は、ペットがより長く、より健康的に生きるための、科学に基づく顧客に寄り添った情報
を提供することで、ペットの健康に関する議論の最前線に栄養を位置付けることを目指しています。


